
　
こ
の
事
業
の
一
環
と
し
て
、
13
年
、
愛

媛
大
学
を
メ
ー
ン
オ
フ
ィ
ス
と
し
て
、「
四

国
地
区
国
立
大
学
連
合
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
」（
図
１
）
を
設
置
し
、
志
願
者

を
多
面
的
・
総
合
的
に
評
価
す
る
た
め
の

選
抜
方
法
の
開
発
・
実
施
を
進
め
て
い
る
。

同
セ
ン
タ
ー
長
を
務
め
る
愛
媛
大
学
の
井

上
敏
憲
教
授
は
、
そ
の
意
義
を
こ
う
語
る
。

　「
国
立
大
学
で
も
推
薦
入
試
や
Ａ
Ｏ
入
試

の
実
施
が
広
が
り
、
志
望
理
由
書
の
提
出
、

面
接
や
小
論
文
が
課
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
ペ
ー
パ
ー
テ

ス
ト
の
み
の
一
発
勝
負
で
合
否
が
決
ま
る

入
試
だ
け
で
は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
大

学
が
志
願
者
の
資
質
や
適
性
を
き
ち
ん
と

評
価
し
て
い
る
か
と
い
う
と
、
必
ず
し
も

そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
多

く
の
高
校
で
は
、
主
体
性
・
協
働
性
な
ど

を
育
む
探
究
学
習
な
ど
を
し
て
い
て
も
、

一
定
の
時
期
か
ら
は
受
験
対
策
の
み
と
な

り
、
生
徒
の
成
長
を
中
断
さ
せ
て
し
ま
っ

て
い
ま
す
。そ
の
原
因
は
、大
学
の
入
試
制

度
に
も
あ
る
と
捉
え
、
本
セ
ン
タ
ー
で
は

抜
本
的
な
入
試
改
革
を
目
指
し
て
い
ま
す
」

　
大
学
が
多
面
的
・
総
合
的
な
評
価
を
行

う
た
め
に
は
、
志
願
者
に
関
す
る
情
報
を

増
や
す
必
要
が
あ
る
。
そ
の
資
料
と
し
て

同
セ
ン
タ
ー
は
、
志
願
者
が
意
欲
的
に
取

　
四
国
に
あ
る
５
つ
の
国
立
大
学
（
徳
島

大
学
、
鳴
門
教
育
大
学
、
香
川
大
学
、
愛

媛
大
学
、
高
知
大
学
。
以
下
、
５
大
学
）

は
、
２
０
１
３
年
、「
四
国
５
大
学
連
携
に

よ
る
知
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
形
成
事
業
」

連
携
協
定
を
締
結
し
た
。
こ
れ
は
、
５
大

学
が
そ
れ
ぞ
れ
持
つ
資
源
を
効
果
的
・
効

率
的
に
活
用
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
教

育
活
動
や
入
試
、
産
学
官
連
携
な
ど
に
お

い
て
、
大
学
の
枠
を
超
え
て
共
同
実
施
し
、

そ
れ
ら
の
相
乗
効
果
に
よ
っ
て
活
動
の
質
・

量
と
も
に
充
実
を
図
る
こ
と
が
ね
ら
い
だ
。

徳島大学、鳴門教育大学、香川大学、愛媛大学、高知
大学

四国地区にある５つの国立大学が共同でアドミッショ
ンセンターを設置して、志願者の資質や適性を総合的
に評価する新たな入試を実施。日本の未来を担う意欲
ある地域のリーダーの育成に資する。

•連合ＡＯ入試などの企画・実施
•広報活動の企画・運営
•入学予定者のフォローアップ
•高大接続、大学入試に関する調査・研究

「四国地区国立大学連合アドミッションセンター」概要図1

参加大学

目的

活動内容

抜
本
的
な
入
試
改
革
を
目
指
し
、共
同
の

ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
設
置

﹁
活
動
報
告
書
﹂
で

日
常
的
な
学
び
を
評
価
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多
面
的
・
総
合
的
な
評
価
に
よ
る
入
試
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
出
願
の
新
た
な
試
み

高
大
接
続
の
改
善
を
目
指
し
、四
国
国
立
５
大
学
が

「
活
動
報
告
書
」を
活
用
し
た
入
試
を
実
施

徳
島
大
学
、
鳴
門
教
育
大
学
、
香
川
大
学
、
愛
媛
大
学
、
高
知
大
学
は
、
多
面
的
・
総
合
的
な
評
価
に
よ
る
入
学
者
選
抜
を
行
う
た
め
、
志
願
者
が
経
験
し
た
諸
活
動
を
記
載
す
る

「
活
動
報
告
書
」
を
、
選
抜
資
料
と
し
て
、
ま
ず
は
一
部
の
Ａ
Ｏ
入
試
で
取
り
入
れ
る
こ
と
に
し
た
。
さ
ら
に
、
同
５
大
学
は
共
同
の
サ
イ
ト
を
開
設
し
、

２
０
１
６
年
度
の
一
般
入
試
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
出
願
を
開
始
。
高
校
生
が
活
動
を
自
由
に
記
録
で
き
る
サ
イ
ト
も
立
ち
上
げ
、
進
学
準
備
の
後
押
し
を
し
て
い
る
。
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り
組
ん
で
き
た
諸
活
動
に
つ
い
て
報
告
し

て
も
ら
う
「
活
動
報
告
書
」
に
着
目
し
た
。

　
学
力
検
査
以
外
の
選
抜
資
料
に
は
、
志

望
理
由
書
や
学
修
計
画
書
が
挙
げ
ら
れ
る

が
、
そ
れ
ら
は
入
学
後
の
活
動
に
つ
い
て

ア
ピ
ー
ル
す
る
内
容
で
あ
り
、
あ
く
ま
で

も
将
来
の
展
望
と
な
る
。
ま
た
、
面
接
や

小
論
文
の
場
合
で
は
、
生
徒
は
多
く
の
練

習
を
積
ん
で
臨
ん
で
お
り
、
自
分
を
よ
く

見
せ
よ
う
と
す
る
側
面
が
強
く
な
り
や
す

い
。
そ
の
点
、「
活
動
報
告
書
」
で
は
、
本

人
の
実
績
に
基
づ
い
た
意
欲
・
努
力
の
成

果
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
資
質
・
能
力
の

評
価
に
適
し
た
資
料
と
言
え
る
と
考
え
た
。

　「
私
た
ち
が
評
価
し
た
い
の
は
、
ど
の
よ

う
な
考
え
の
下
に
ど
う
行
動
し
、
何
を
学

び
、
何
を
得
た
の
か
と
い
う
活
動
の
過
程

で
す
。
優
れ
た
成
績
を
残
し
て
い
な
い
か

ら
『
活
動
報
告
書
』
が
書
け
な
い
と
い
う

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
成
績
の
よ
し
あ
し

は
と
も
か
く
、
熱
意
を
持
っ
て
取
り
組
ん

で
き
た
こ
と
で
あ
れ
ば
、
ど
ん
な
活
動
で

も
書
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
、
学
校
外
の
活
動
も
評
価
の
対
象
に
な

り
ま
す
」（
井
上
教
授
）

　
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
活
動
報
告
書
」
を

３
種
類
（
図
２
）
に
設
定
。
５
大
学
そ
れ

ぞ
れ
が
、
ど
れ
を
選
抜
資
料
と
し
て
課
す

か
を
決
め
る
。

　「『
活
動
報
告
書
』
は
文
章
力
を
評
価
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
事
実
を

的
確
に
書
け
る
量
と
し
て
３
０
０
字
に
し

ま
し
た
。
ま
た
、
多
面
的
な
評
価
の
観
点

か
ら
、
記
入
・
入
力
で
き
る
活
動
の
上
限

は
３
件
と
し
ま
し
た
が
、
件
数
が
少
な
い

と
い
う
理
由
だ
け
で
不
利
な
評
価
は
し
ま

せ
ん
」（
井
上
教
授
）

　
16
年
度
は
、
愛
媛
大
学
が
、
社
会
共
創

学
部
、
及
び
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
特
別

コ
ー
ス
の
Ａ
Ｏ
入
試
で
「
活
動
報
告
書
」

を
利
用
。合
計
２
３
７
人
が
出
願
し
た（「
活

動
報
告
書
」
は
紙
で
の
提
出
）。

　「
面
接
で
は
、
志
望
理
由
書
で
の
入
学
後

の
展
望
、『
活
動
報
告
書
』
で
の
高
校
で
の

活
動
と
、
複
数
の
情
報
を
基
に
質
問
で
き

た
こ
と
で
、
志
願
者
を
よ
り
多
面
的
に
評

価
で
き
ま
し
た
」（
井
上
教
授
）

　
17
年
度
入
試
で
は
、
愛
媛
大
学
に
加
え

て
、
香
川
大
学
医
学
部
看
護
学
科
、
高
知

大
学
医
学
部
医
学
科
が
Ａ
Ｏ
入
試
で
「
活

動
報
告
書
」
を
利
用
す
る
。

　
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
５
大
学
共
同
の
サ

イ
ト
を
開
設
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
出
願

も
進
め
て
い
る
。
16
年
度
に
５
大
学
が
一

斉
に
一
般
入
試
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
出
願

を
開
始
し
、
17
年
度
入
試
で
は
、
Ａ
Ｏ
・

推
薦
入
試
に
も
拡
大
す
る
。
今
後
、
紙
出

願
を
廃
止
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
出
願
に

一
本
化
す
る
予
定
だ
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

出
願
で
は
、
同
一
の
志
願
者
が
５
大
学
の

複
数
の
入
試
に
出
願
す
る
場
合
、
連
絡
先

な
ど
の
基
本
情
報
の
入
力
が
一
度
で
済
む
。

ま
た
、
17
年
度
入
試
か
ら
は
一
部
の
入
試

で
「
活
動
報
告
書
」
も
オ
ン
ラ
イ
ン
入
力

が
可
能
と
な
る
。今
後
、一
般
入
試
で
も「
活

動
報
告
書
」
な
ど
の
提
出
書
類
が
増
え
た

場
合
、
デ
ー
タ
で
出
願
す
る
方
が
整
理
・

保
存
・
管
理
し
や
す
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト

が
、
志
願
者
・
大
学
側
双
方
に
あ
る
。

　
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
出
願
や
「
活

動
報
告
書
」
の
作
成
を
後
押
し
す
る
た
め
、

同
セ
ン
タ
ー
は
進
学
支
援
サ
イ
ト
「
今
ロ

グ
」（
Ｐ
．49
図
３
）を
開
設
し
た
。こ
れ
は
、

自
身
の
活
動
や
考
え
を
記
録
で
き
る
サ
イ

ト
で
、
誰
で
も
無
料
で
利
用
で
き
る
。

　「
出
願
時
に
３
年
間
の
活
動
を
振
り
返
る

の
で
は
な
く
、
１
年
生
の
時
か
ら
活
動
の

都
度
、
そ
の
内
容
や
自
身
の
考
え
を
記
録

す
る
こ
と
で
、『
活
動
報
告
書
』
の
作
成
に

役
立
て
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
こ

の
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
高
校
の

進
路
指
導
で
も
活
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
」（
井
上
教
授
）

四
国
地
区
国
立
大
学
連
合
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
長
、
愛
媛
大
学
　

教
授

井
上
敏
憲
　
い
の
う
え
・
と
し
の
り

愛
媛
県
の
公
立
高
校
教
師
を
務
め
た
後
、
愛
媛
大
学
に
着
任
。
大

学
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
及
び
教
育
・
学
生
支
援
機
構
助
教
授
を
経

て
現
職
。

＊プロフィールは2016 年３月時点のものです

●意欲的に取り組んだ活動（３件まで）　
①活動名、②活動期間、③活動の説明（300字）、④参考資料

●課題研究（１件）
①テーマ、②そのテーマを選んだ理由、③概要・成果の説
明（300字）、④個人研究・グループ研究の区別、⑤研究期間、
⑥補足欄（300字）、⑦問い合わせ先（指導教員名）、⑧参
考資料

●資格・検定等（英語に関するもの３件、その他10件まで）
①名称、②級、スコア、賞等、③取得等の年月
＊四国地区国立大学連合アドミッションセンター提供資料を基に編
集部で作成。件数や字数等は入試の種類によって異なる場合がある

５大学が設定した「活動報告書」の内容図２

今
後
の
入
試
改
革
を
念
頭
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
出
願
を
導
入
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│
高
大
接
続
改
革
で
は
高
校
教
育
改
革

も
柱
の
１
つ
で
す
。
高
市
校
長
の
高
校
で

は
ど
ん
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

高
市
　
本
校
の
生
徒
は
、
真
面
目
で
努
力

家
で
協
調
性
も
あ
り
ま
す
。
授
業
で
の
グ

ル
ー
プ
学
習
は
活
発
で
、
行
事
や
部
活
動

に
も
一
生
懸
命
取
り
組
み
ま
す
。
た
だ
、

何
事
も
素
直
に
受
け
止
め
る
傾
向
が
あ
り
、

例
え
ば
、
自
ら
挙
手
を
し
て
発
言
す
る
こ

と
は
少
な
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
そ
う
し

た
気
質
を
変
え
て
い
こ
う
と
、
ア
ク
テ
ィ

ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
視
点
を
取
り
入
れ
た

授
業
改
善
を
進
め
、さ
ら
に
、授
業
、行
事
、

部
活
動
な
ど
の
教
育
活
動
を
点
や
線
か
ら

面
の
活
動
に
し
て
い
く
た
め
に
、カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
観
点
で
見
直
し

始
め
ま
し
た
。
た
だ
、
心
配
な
の
は
、
今

後
の
大
学
入
試
改
革
の
動
き
で
す
。
本
校

で
は
毎
年
、
国
公
立
大
学
に
１
２
０
人
前

後
が
進
学
し
ま
す
。そ
の
た
め
、
今
は
、
従

来
型
の
受
験
指
導
を
し
な
が
ら
、ア
ク
テ
ィ

ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
視
点
を
取
り
入
れ
た

授
業
で
ど
こ
ま
で
教
科
学
力
を
伸
ば
せ
る

の
か
を
試
行
錯
誤
し
て
い
る
状
態
で
す
。

多
面
的
・
総
合
的
な
評
価
に
よ
る
入
試
は
、

今
は
Ａ
Ｏ
入
試
が
中
心
で
す
が
、
今
後
ど

う
広
ま
っ
て
い
く
の
か
が
気
に
な
り
ま
す
。

井
上
　
高
大
接
続
シ
ス
テ
ム
改
革
会
議
の

最
終
報
告
な
ど
で
は
、
一
般
入
試
で
も
多

面
的
・
総
合
的
な
評
価
を
行
う
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
従
来
の
一
般
入
試
で
は
ほ
と

ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
評
価
で
す
か
ら
、

そ
こ
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。た
だ
、

大
学
は
高
等
教
育
機
関
で
す
か
ら
、
入
学

者
に
相
応
の
教
科
学
力
を
求
め
る
こ
と
は

必
須
で
す
。こ
れ
ま
で
通
り
、教
科
学
力
を

し
っ
か
り
評
価
し
た
上
で
、
意
欲
や
適
性

な
ど
の
評
価
は
そ
れ
に
プ
ラ
ス
す
る
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
そ
の
影
響
力
を
ど
う

捉
え
る
の
か
は
人
そ
れ
ぞ
れ
だ
と
思
い
ま

す
。例
え
ば
、一
般
入
試
で
意
欲
・
適
性
に

関
す
る
評
価
の
割
合
が
10
％
だ
と
す
る
と
、

10
％
く
ら
い
な
ら
合
否
に
影
響
は
な
い
と

い
う
考
え
方
も
あ
る
で
し
ょ
う
し
、
現
状

で
は
加
味
さ
れ
て
い
な
い
要
素
が
評
価
の

対
象
と
な
る
の
だ
か
ら
10
％
で
も
影
響
は

大
き
い
と
い
う
捉
え
方
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
高
校
で
は
、
以
前
か
ら
教
科
学
力
以
外

に
も
、
行
事
や
部
活
動
な
ど
で
人
間
性
を

育
む
教
育
も
重
視
し
て
い
ま
す
し
、
今
や

大
学
も
、
知
識
・
技
能
だ
け
で
な
く
、
主

体
性
や
協
働
性
な
ど
も
育
も
う
と
し
て
い

ま
す
。
そ
の
間
を
つ
な
ぐ
大
学
入
試
だ
け

が
取
り
残
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
高
大
の

教
育
の
連
続
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、
大

学
入
試
も
意
欲
や
適
性
な
ど
を
加
味
す
る

も
の
に
な
っ
て
然
る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

高
市
　
本
校
で
は
「
総
合
的
な
学
習
の
時

間
」（
以
下
、
総
合
学
習
）
を
中
心
に
、
海

外
の
姉
妹
校
と
の
交
流
や
キ
ャ
リ
ア
教
育

を
充
実
さ
せ
、
様
々
な
人
と
の
出
会
い
や

体
験
を
通
し
て
、
生
徒
が
自
ら
の
個
性
を

見
極
め
、
そ
の
力
を
伸
ば
す
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
大
学
に
は
生
徒
の
力
が
自

学
で
伸
び
る
の
か
ど
う
か
を
評
価
し
て
も

ら
い
、
大
学
で
さ
ら
に
活
躍
の
場
が
広
が

る
と
い
う
高
大
接
続
が
で
き
れ
ば
よ
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

井
上
　
こ
れ
ま
で
は
、
そ
う
し
た
生
徒
が

い
て
も
、
大
学
入
試
の
た
め
に
３
年
生
の

夏
休
み
か
ら
受
験
対
策
の
み
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
伸
び
て
い
る
生
徒
は
高
校
３
年

間
、
伸
び
続
け
て
ほ
し
い
で
す
し
、
そ
う

し
た
こ
と
を
評
価
し
て
大
学
に
入
学
さ
せ

た
い
と
考
え
て
、
四
国
国
立
５
大
学
で
は

入
試
改
革
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

高
市
　
高
大
接
続
シ
ス
テ
ム
改
革
会
議
の

最
終
報
告
な
ど
を
読
む
と
、
大
学
入
試
が

大
転
換
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し

た
が
、
井
上
先
生
の
お
話
を
伺
う
と
、
大

学
入
試
に
多
面
的
・
総
合
的
な
評
価
を
取

り
入
れ
る
こ
と
は
自
然
な
流
れ
で
、
こ
れ

ま
で
教
科
学
力
に
偏
っ
て
い
た
評
価
を
、

広
島
県
立
広
島
井い
の

口く
ち

高
校

　校
長

高
市
和
子
　た
か
い
ち
・
か
ず
こ

同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。
同
校
で
は「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

を
中
核
と
し
て
全
教
科
で
能
動
的
協
働
的
な
学
び
を
推
進
中
。

教
科
学
力
を
評
価
し
た
上
で
、

意
欲
・
適
性
の
評
価
を
プ
ラ
ス

高
校
教
育
と
大
学
教
育
を

真
に
つ
な
ぐ
た
め
の
改
革
を
目
指
す

高
校
と
大
学
の
対
談
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高
校
３
年
間
の
諸
活
動
を
総
合
的
に
評
価

す
る
形
に
す
る
の
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。

─
多
面
的
・
総
合
的
な
評
価
に
よ
る
入

試
の
実
現
に
あ
た
り
、
四
国
国
立
５
大
学

で
は
、
選
抜
資
料
と
し
て
「
活
動
報
告
書
」

を
取
り
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。

井
上
　
愛
媛
大
学
の
Ａ
Ｏ
入
試
の
中
に
は
、

「
活
動
報
告
書
」
を
面
接
の
資
料
に
用
い
て

面
接
の
評
価
に
反
映
し
た
も
の
、「
活
動
報

告
書
・
志
望
理
由
書
・
調
査
書
」
を
一
括
り

の
配
点
に
し
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。「
活
動

報
告
書
」
は
、
主
体
性
・
多
様
性
・
協
働

性
な
ど
の
評
価
に
適
し
て
い
ま
す
が
、
学

力
の
３
要
素
の
ほ
か
の
２
つ
の
要
素
を
評

価
す
る
資
料
に
も
な
り
ま
す
。
ど
の
要
素

を
ど
の
方
法
で
評
価
す
る
の
か
は
、
大
学
・

学
部
の
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
に

よ
る
で
し
ょ
う
。
一
方
、
選
抜
資
料
と
し

て
用
い
る
以
上
、
評
価
基
準
を
示
す
こ
と

が
必
要
と
考
え
、
県
内
の
２
つ
の
高
校
と

連
携
し
て
、
高
校
の
課
題
研
究
の
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
を
作
成
し
ま
し
た
。
大
学
が
評
価

の
観
点
を
示
す
こ
と
で
、
高
校
生
の
活
動

の
充
実
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

高
市
　
総
合
学
習
な
ど
の
取
り
組
み
を
評

価
す
る
指
標
が
明
確
に
示
さ
れ
、
そ
れ
に

よ
っ
て
入
試
で
評
価
し
て
も
ら
え
る
の
は
、

生
徒
に
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
に
な
り
ま
す
。

井
上
　
学
習
、
部
活
動
、
行
事
な
ど
、
高

校
時
代
に
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
き
た
こ
と

が
、
総
合
的
に
大
学
進
学
に
結
び
つ
く
の

が
「
活
動
報
告
書
」
で
す
。
適
切
な
評
価

に
つ
な
げ
る
た
め
に
は
、
１
年
生
か
ら
活

動
の
都
度
、
そ
の
内
容
を
記
録
す
る
こ
と

が
重
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、

出
願
時
に
書
こ
う
と
し
て
も
、
１
年
生
の

頃
の
こ
と
は
あ
ま
り
よ
く
覚
え
て
い
な
い

か
ら
で
す
。
そ
こ
で
、「
今
ロ
グ
」（
図
３
）

を
開
設
し
ま
し
た
。
出
願
時
に
は
、「
今
ロ

グ
」
に
書
き
た
め
た
記
録
を
基
に
書
類
を

作
成
す
れ
ば
、
内
容
は
正
確
で
す
し
、
手

間
も
軽
減
で
き
る
と
考
え
ま
し
た
。

高
市
　
本
校
で
は
、
総
合
学
習
や
行
事
な

ど
の
振
り
返
り
は
紙
で
の
記
録
で
、
ト
ー

タ
ル
に
振
り
返
る
シ
ス
テ
ム
に
は
な
っ
て

い
ま
せ
ん
。
デ
ー
タ
と
し
て
１
か
所
に
保

管
で
き
れ
ば
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
と
し
て

活
用
で
き
ま
す
。

井
上
　「
今
ロ
グ
」
は
、
教
師
が
把
握
し
づ

ら
い
学
校
外
の
取
り
組
み
も
記
録
で
き
ま

す
。
進
路
指
導
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
生

徒
を
よ
り
多
面
的
に
見
取
る
こ
と
に
も
つ

な
が
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

高
市
　「
活
動
報
告
書
」
の
内
容
が
よ
り
充

実
し
た
も
の
と
な
る
よ
う
、
今
ま
で
通
り
、

日
々
の
指
導
を
大
切
に
す
る
の
は
も
ち
ろ

ん
、
高
校
３
年
間
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を

ど
の
よ
う
に
残
し
て
い
く
の
か
も
重
要
だ

と
感
じ
ま
し
た
。
自
分
が
頑
張
っ
た
こ
と

は
何
か
、
ど
の
よ
う
な
力
が
つ
い
た
の
か
。

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
何
を
身
に
つ
け
て
い

き
た
い
の
か
。
高
校
で
も
、
生
徒
個
々
の

３
年
間
を
多
面
的
・
総
合
的
に
見
て
、
評

価
で
き
る
仕
組
み
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

井
上
　
高
校
教
育
も
変
わ
り
つ
つ
あ
り
、

学
生
が
高
校
で
多
様
な
経
験
を
積
ん
で
大

学
に
入
学
し
て
い
る
こ
と
を
、
あ
ま
り
意

識
し
て
い
な
い
大
学
教
員
も
い
ま
す
。
高

校
と
大
学
が
密
に
情
報
交
換
を
し
、
協
力

し
、新
た
な
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
、学
生
の

力
を
さ
ら
に
伸
ば
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

「今ログ」の画面図３

「今ログ」には、「意欲的に取り組んだ活動」「課題研究」
「資格・検定・コンテスト等の状況」を記録できるほか、「進
路メモ」として自分の考えも残すことができる。５大学
への出願を前提とするものではなく、メールアドレスとパ
スワードを登録すれば誰でも無料で利用できる。
https://shikoku.applyjapan.com

３
年
間
の
活
動
を
評
価
に

結
び
つ
け
る
た
め
の
記
録
を
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